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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年12月24日(2010.12.24)

【公開番号】特開2008-268852(P2008-268852A)
【公開日】平成20年11月6日(2008.11.6)
【年通号数】公開・登録公報2008-044
【出願番号】特願2007-290532(P2007-290532)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/17     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ  19/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  21/00    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  21/17    ６２０　
   Ａ６１Ｂ  19/00    ５０８　

【手続補正書】
【提出日】平成22年11月8日(2010.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顕微鏡主対物レンズ（１０１）と、
　物体領域（１０８）を視覚化するために前記顕微鏡主対物レンズ（１０１）を透過する
観察光路（１０５，２０５）と、
　物体領域（１０８）の像を撮像するためのＯＣＴシステム（１４０，１５０，７００，
８００）とを備え、前記ＯＣＴシステム（１４０，１５０，７００，８００）はスキャン
ミラー構造（１４６，１５６，７０５，７０６，８０５）を介して物体領域（１０８）へ
と案内されるＯＣＴ走査光路（１４２，１５２，７０２，８０２）を含んでいる眼科手術
用顕微鏡において、
　前記観察光路と前記ＯＣＴ走査光路へ出入りするように内方旋回し、外方旋回すること
ができる検眼鏡検査ルーペ（１３２）が設けられていることを特徴とする眼科手術用顕微
鏡。
【請求項２】
　前記検眼鏡検査ルーペ（１３２）が内方旋回したときに前記ＯＣＴシステムの参照光路
の光学的な経路長が一定の値だけ拡大されるように、前記ＯＣＴシステム１４０と前記検
眼鏡検査ルーペ（１３２）との結合器が設けられていることを特徴とする請求項１に記載
の眼科手術用顕微鏡。
【請求項３】
　前記観察光路と前記ＯＣＴ走査光路（１４２）へ出入りするように内方旋回し、外方旋
回することができる縮小レンズ（１３１）が設けられていることを特徴とする請求項１ま
たは２のいずれか１項に記載の眼科手術用顕微鏡。
【請求項４】
　前記ＯＣＴ走査光路（１４２，１５２）へ出入りするように内方旋回し、外方旋回する
ことができる、前記検眼鏡検査ルーペ（１３２）および／または前記縮小レンズ（１３１
）を備える検眼鏡検査アタッチメントモジュール（１３０）が設けられていることを特徴
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とする請求項１から３までのいずれか１項に記載の眼科手術用顕微鏡。
【請求項５】
　前記ＯＣＴシステム（７００）は、さまざまな波長λ1および前記波長λ1とは異なる第
２の波長λ2をもつＯＣＴ走査光線を提供するように設計されていることを特徴とする請
求項１から４までのいずれか１項に記載の眼科手術用顕微鏡。
【請求項６】
　異なる波長λ1、λ2のＯＣＴ走査光線（１４２，１５２）を提供する第１のＯＣＴシス
テム（１４０）と第２のＯＣＴシステム（１５０）が設けられていることを特徴とする請
求項１から５までのいずれか１項に記載の眼科手術用顕微鏡。
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